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平
成
二
十
八
年
五
月
八
日
（
日
）
中
部
方
面
混
成
団
及
び
大
津

駐
屯
地
（
団
長
兼
大
津
駐
屯
地
司
令

深
田

尚
則
一
陸
佐
）
は
、

国
会
議
員
、
滋
賀
県
副
知
事
、
大
津
市
長
を
は
じ
め
、
協
力
団
体
、

近
傍
駐
屯
地
、
部
内
外
多
数
の
来
賓
の
出
席
を
得
て
、
団
創
立
九

周
年
・
駐
屯
地
創
設
五
十
七
周
年
記
念
行
事
を
挙
行
し
た
。

今
年
の
記
念
日
行
事
は
熊
本
大
震
災
の
影
響
で
縮
小
さ
れ
た
が
、

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
多
数
の
来
場
者
で
賑
わ
っ
た
。

観
閲
式
は
、
混
成
団
副
団
長
（
佐
藤
一
陸
佐
）
を
観
閲
部
隊
指

揮
官
と
し
て
、
団
隷
下
部
隊
が
参
列
し
、
観
閲
行
進
で
は
、
今
年

の
春
に
第
一
〇
九
教
育
大
隊
に
入
隊
し
た
新
隊
員
、
第
四
陸
曹
教

育
隊
の
学
生
、
第
一
一
〇
教
育
大
隊
、
第
四
十
七
普
通
科
連
隊
、

第
四
十
九
普
通
科
連
隊
の
隊
員
が
威
風
堂
々
と
行
進
し
た
。

式
典
後
は
、
方
面
音
楽
隊
と
ラ
ッ
パ
の
合
奏
、
新
隊
員
に
よ
る

自
衛
隊
体
操
が
行
わ
れ
、
見
学
者
を
魅
了
し
た
。

式
典
後
、
第
三
戦
車
大
隊
に
よ
る
戦
車
試
乗
、
第
四
施
設
団
に

よ
る
体
験
乗
船
、
高
機
動
車
の
体
験
試
乗
、
各
装
備
品
展
示
及
び

記
念
会
食
が
催
さ
れ
、
来
隊
さ
れ
た
方
々
に
混
成
団
及
び
駐
屯
地

に
対
す
る
一
層
の
理
解
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

中部方面混成団創立９周年
大津駐屯地創設５７周年記念行事
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式辞を述べる混成団長

四
月
か
ら
始
ま
っ
た
新
隊
員
教
育
は
、
六
月
下
旬
を
も
っ

て
修
了
し
、
新
隊
員
た
ち
は
、
後
期
教
育
す
な
わ
ち
、
職
種

部
隊
に
よ
る
職
種
の
特
技
教
育
を
受
け
る
た
め
に
巣
立
っ
て

行
き
ま
し
た
。

新
隊
員
の
諸
官
た
ち
は
、
こ
の
三
ヶ
月
間
、
慣
れ
な
い
団

体
生
活
で
起
居
を
共
に
し
な
が
ら
、
お
互
い
に
励
ま
し
合
い

な
が
ら
、
時
に
は
嬉
し
涙
や
悔
し
涙
、
そ
し
て
家
族
か
ら
離

れ
た
こ
と
に
よ
る
寂
し
さ
の
涙
も
流
し
な
が
ら
、
し
か
し
立

派
に
様
々
な
ハ
ー
ド
ル
を
乗
り
越
え
て
、
成
長
し
て
く
れ
た

も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
「
艱
難
汝
を
玉
に
す
」

だ
と
思
い
ま
す
。
よ
く
頑
張
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

中
部
方
面
混
成
団
と
り
わ
け
、
大
津
駐
屯
地
及
び
善
通
寺

駐
屯
地
に
所
在
す
る
隷
下
部
隊
は
、
陸
曹
や
新
隊
員
の
基
本

教
育
に
係
る
専
任
部
隊
で
あ
り
、
「
人
を
育
て
る
」
こ
と
を

常
に
意
識
し
な
が
ら
、
隊
務
を
運
営
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

中
部
方
面
混
成
団
に
は
、
即
応
予
備
自
衛
官
を
含
む
普
通
科

連
隊
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
部
隊
に
お
い
て
は
、
即
応
予
備

自
衛
官
の
招
集
訓
練
を
実
施
し
て
お
り
、
基
本
教
育
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
「
人
を
育
て
る
」
と
い
う
観
点
で
は
、
同
じ

で
す
。

こ
こ
で
、
「
育
て
る
」
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
考
え
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。
「
育
て
る
」
と
い
う
漢
字
は
、
育

「
む
」
と
送
り
仮
名
を
つ
け
て
、
「
は
ぐ
く
む
」
と
読
み
ま

す
。
小
職
は
、
す
こ
し
天
邪
鬼
の
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
の
で
、

｢

ハ
グ
組
む｣

と
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ハ
グ
は
「
Ｈ
ｕ
ｇ
」

で
す
。
す
な
わ
ち
、
英
語
で
「
抱
擁
」
等
の
意
味
で
「
優
し

く
包
み
込
む
」
イ
メ
ー
ジ
で
す
。
「
育
て
る
」
と
は
、
教
え

成
長
さ
せ
る
と
い
う
使
役
的
な
意
味
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ

だ
け
で
は
な
く
、
育
て
る
対
象
と
な
る
人
に
寄
り
添
い
、

｢

包
み
込
ん｣

で
、
一
緒
に
そ
の
人
の
成
長
に
取
り
「
組
む
」

こ
と
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が
「
Ｈ
ｕ
ｇ
組
む
」

で
あ
り
、
「
育
む
」
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
。
し

た
が
っ
て
、
「
育
て
る
」
こ
と
は
、
常
に
人
対
人
と
し
て
、

「
人
を
大
切
に
す
る
」
原
点
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

口
で
言
う
の
は
容
易
で
す
が
、
そ
れ
を
実
践
す
る
の
は
、
本

当
に
難
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
教
育
す
る
側
の
思
い

と
し
て
大
事
な
こ
と
が
、
人
を
育
て
な
が
ら
、
自
分
も
育
つ
、

す
な
わ
ち
、
「
共
育
」
と
い
う
考
え
方
で
す
。
「
教
育
」
か

ら
「
共
育
」
へ
、
そ
し
て
お
互
い
に
成
長
す
る
。
こ
の
よ
う

な
こ
と
を
考
え
な
が
ら
、
「
い
か
に
し
て
人
を
育
て
る
か
」

日
々
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

ちょっと一服

中
部
方
面
混
成
団
長

深
田
一
佐
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第
四
十
七
普
通
科
連

隊
は
、
あ
い
ば
野
演
習

場
で
実
施
さ
れ
た
第
一

次
団
集
中
野
営
（
五
月

三
十
一
日
か
ら
六
月
十

日
）
に
参
加
し
、
教

育
を
支
援
す
る
と
と

も
に
、
常
備
・
即
自

に
よ
る
81
ミ
リ
迫
撃

砲
、
対
人
狙
撃
銃
の

射
撃
、
爆
破
訓
練

を
実
施
し
た
。
迫

撃
砲
で
は
、
第
四

中
隊
新
編
後
初
と

な
る
実
射
、
ま
た

発
煙
弾
、
照
明
弾

を
含
む
各
種
弾
種

の
射
撃
、
新
た
な

訓
練
基
準
に
よ
る

射
手
と
観
測
手
の

連
携
に
よ
る
狙
撃
、

連
隊
初
と
な
る
小

型
指
向
性
散
弾
の

爆
破
な
ど
を
行
い
、

練
度
向
上
を
図
っ

た
。
連
隊
は
更
に

演
練
を
重
ね
常
備
、

即
自
と
と
も
に
部

隊
の
練
成
に
励
ん

で
い
く
。

第
四
十
七
普
通
科
連
隊
（
連
隊
長

齊
藤
一
陸
佐
）
は
、
六
月
二
十
日
か

ら
二
十
四
日
ま
で
の
間
、
海
田
市
及

び
善
通
寺
駐
屯
地
に
お
い
て
中
部
方

面
混
成
団
が
実
施
す
る
情
報
管
理
検

査
を
受
検
、
検
査
官
で
あ
る
副
団
長

へ
の
状
況
報
告
、
保
全
庫
、
執
務
室

等
の
巡
視
な
ど
を
通
じ
、
秘
密
保
全
、

指
揮
シ
ス
テ
ム
保
全
、
情
報
保
証
、

文
書
管
理
、
保
有
個
人
情
報
管
理
の

各
分
野
の
隊
務
遂
行
状
況
を
確
認
い

た
だ
い
た
。
「
情
報
管
理
は
、
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
、
す
な
わ
ち
法
令
遵

守
そ
の
も
の
で
あ
り
、
今
ま
で
以
上

に
隊
務
に
創
意
を
尽
く
し
、
隊
員
の

意
識
改
革
も
含
め
、
徹
底
を
図
ら
れ

た
い
。
」
と
の
所
見
を
受
け
、
日
頃

厳
し
い
保
全
環
境
の
中
に
あ
る
即
応

予
備
自
衛
官
を
含
め
て
そ
の
意
義
の

高
揚
を
図
り
情
報
流
出
の
未
然
防
止

に
努
め
て
ゆ
く
。

第
四
十
七
普
通
科
連
隊

連
隊
は
、
本
部
管

理
中
隊
（
中
隊
長

妹
尾
一
尉
）
担
任
で

五
月
二
十
四
日
か
ら

二
十
六
日
の
間
、
海

田
市
駐
屯
地
が
実
施

し
た
隊
内
生
活
体
験

を
支
援
し
た
。
二
社

一
団
体
七
十
名
の
生

活
体
験
参
加
者
は
、

基
本
教
練
、
救
急
法

や
担
架
搬
送
等
を
体

験
し
た
。
最
終
日
に

は
、
企
業
関
係
者
等

ご
臨
席
の
も
と
、
各

参
加
企
業
等
ご
と
の

団
結
・
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
を
「
行
進
」
に
よ

り
披
露
し
た
。
生
活

体
験
参
加
者
の
一
人

か
ら
、
「
大
き
な
声

で
自
信
を
も
っ
て
や
る
と

多
少
の
失
敗
も
気
に
せ
ず

思
い
っ
き
り
出
来
ま
し

た
。
」
と
の
感
想
が
聞
か

れ
、
本
生
活
体
験
支
援
の

意
義
を
再
確
認
で
き
た
。

情報管理検査受検



第２８号 か け は し（３）

第
四
十
九
普
通
科
連
隊

第
四
十
九
普
通
科
連
隊

連
隊
（
連
隊
長

茅
野
一
陸
佐
）
は
、
平
成

二
十
八
年
四
月
三
日
、
豊
川
駐
屯
地
に
お
い
て

連
隊
創
隊
十
二
周
年
記
念
行
事
を
執
り
行
っ
た
。

行
事
は
、
隊
員
の
一
層
の
使
命
の
自
覚
、
士

気
の
高
揚
及
び
団
結
の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、

隊
員
家
族
及
び
協
力
団
体
等
と
共
に
祝
し
相
互

の
親
睦
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
い
、
感

謝
状
贈
呈
式
、
祝
賀
懇
親
会
（
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

形
式
）
、
職
場
見
学
な
ど
を
実
施
し
た
。

祝賀懇親会（鏡開き） 連隊長感謝状贈呈式曹友会主催のアトラクション

行
事
に
は
連
隊
後
援
会
・
Ｏ
Ｂ

を
は
じ
め
隊
員
家
族
が
多
数
参
加

し
、
満
開
の
桜
の
下
、
参
加
者
全

員
で
記
念
撮
影
、
曹
友
会
主
催
の

各
種
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
（
宝
ひ
ろ

い
徒
競
走
、
ビ
ン
ゴ
大
会
、
三
河

陣
太
鼓
演
舞
）
、
装
備
品
展
示
・

体
験
な
ど
行
い
会
場
は
大
い
に
賑

わ
っ
た
。

ま
た
、
行
事
に
先
立
ち
定
期
異

動
に
伴
う
転
入
家
族
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
（
部
隊
概
要
説
明
、

共
済
事
業
説
明
な
ど
）
も
併
せ
て

行
い
、
転
入
家
族
の
部
隊
に
対
す

る
信
頼
感
の
醸
成
を
図
っ
た
。

式辞を述べる茅野連隊長

参加者全員（約４００名）
で記念撮影！

連
隊
は
、
今
年
度
新
規
採
用

の
即
応
予
備
自
衛
官
百
名
を
新

た
な
戦
力
と
し
て
受
け
入
れ
、

平
成
二
十
八
年
四
月
十
四
日
か

ら
各
出
頭
訓
練
地
（
金
沢
、
豊

川
、
久
居
、
大
久
保
、
信
太
山
、

伊
丹
）
に
お
い
て
、
平
成
二
十

八
年
度
の
即
応
予
備
自
衛
官
招

集
訓
練
を
開
始
し
た
。

今
年
度
は
、
連
隊
創
隊
以
来

初
と
な
る
連
隊
訓
練
検
閲
受
閲

（
八
月
・
十
一
月
）
の
年
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
連
隊
本
部
・
各

中
隊
と
も
に
年
度
当
初
か
ら
段

階
的
に
各
種
の
練
成
訓
練
に
励

む
と
と
も
に
、
連
隊
Ｓ
Ｏ
Ｐ
ハ

ン
ド
ブ
ッ
ク
を
基
に
、
隊
員
の

基
本
基
礎
動
作
に
つ
い
て
も
周

知
徹
底
を
図
り
、
各
種
技
能
の

錬
磨
・
向
上
に
邁
進
中
で
あ
る
。
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第

四

陸

曹

教

育

隊

第
四
陸
曹
教
育
隊

隊
は
、
六
月
二
十
六
日
（
日
）
、
第
四
陸
曹
教
育
隊
創
隊
六
十
二
周

年
記
念
行
事
を
実
施
し
た
。

昨
年
度
と
同
様
に
、
琵
琶
湖
汽
船
「
ビ
ア
ン
カ
」
船
内
で
記
念
式
典

及
び
祝
賀
会
を
行
っ
た
が
、
当
日
は
前
日
ま
で
一
週
間
降
り
続
い
て
い

た
雨
も
や
み
、
隊
員
・
家
族
・
四
曹
教
友
の
会
を
あ
わ
せ
、
総
勢
百
五

十
名
の
参
加
を
頂
い
た
。

大
津
港
を
出
航
し
た
ビ
ア
ン
カ
は
、
約
二
時
間
半
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
し
、

記
念
行
事
と
し
て
、
四
曹
教
友
の
会
会
員
大
西
様
に
対
す
る
感
謝
状
を

贈
呈
し
、
隊
長
挨
拶
の
後
、
友
の
会
会
長
水
元
様
よ
り
ご
祝
辞
を
頂
き
、

四
曹
教
の
歴
史
や
伝
統
を
振
り
か
え
る
と
と
も
に
、
今
後
の
陸
曹
教
育

に
対
す
る
決
意
を
新
た
に
し
た
。

祝
賀
会
は
、
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
形
式
の
多
彩
な
料
理
に
加
え
豪
華
景
品
が

当
た
る
ビ
ン
ゴ
大
会
を
実
施
し
て
盛
況
な
う
ち
に
終
了
し
た
。

今
回
参
加
さ
れ
た
方
々
か
ら
は
「
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
は
と
て
も
楽
し
か

っ
た
。
来
年
も
ぜ
ひ
行
事
を
開
催
し
て
下
さ
い
。
」
等
嬉
し
い
お
言
葉

を
戴
い
た
。

な
お
記
念
行
事
の
開
始
に
先
立
ち
船
内
に
お
い
て
四
曹
教
友
の
会
総

会
が
実
施
さ
れ
、
平
成
二
十
八
年
度
新
役
員
が
選
出
さ
れ
た
。

大盛況なビンゴ大会

４曹教友の会会員様及び隊員達

第１２９期陸曹候補生課程入校式

第
四
陸
曹
教
育
隊
（
隊
長

中
山
一
陸
佐
）
は
、
六
月
十

四
日
第
一
八
五
期
陸
曹
上
級
課
程
一
〇
二
名
、
二
十
三
日
第

一
二
八
期
初
級
陸
曹
特
技
課
程
一
二
七
名
及
び
第
一
二
九

（
一
次
）
期
陸
曹
候
補
生
課
程
四
十
八
名
、
二
十
四
日
に
第

五
十
九
期
生
徒
陸
曹
候
補
生
課
程
四
十
名
が
そ
れ
ぞ
れ
の
課

程
を
終
了
し
た
。

各
中
隊
は
教
育
を
終
了
し
た
の
も
つ
か
の
間
、
第
一
三
期

中
級
陸
曹
集
合
教
育
九
一
名
、
第
一
二
九
期
陸
曹
候
補
生
課

程
二
八
七
名
を
そ
れ
ぞ
れ
受
け
入
れ
、
六
月
二
十
七
日
に
教

育
開
始
式
、
七
月
四
日
に
入
校
式
を
実
施
し
夏
季
に
お
け
る

教
育
を
開
始
し
た
。

中
級
陸
曹
に
つ
い
て
は
約
三
週
間
、
四
個
期
の
教
育
を
、

候
補
生
は
約
三
ヶ
月
間
教
育
を
実
施
し
て
い
く
。

今
年
は
例
年
以
上
の
猛
暑
で
あ
る
が
、
学
生
は
「
中
級
陸

曹
及
び
初
級
陸
曹
と
し
て
必
要
な
知
識
及
び
技
能
の
修
得
」

を
目
指
し
座
学
、
実
技
等
に
日
々
励
ん
で
い
る
。

第１３期中曹開始式

第
四
陸
曹
教
育
隊
創
隊
六
十
二
周
年
記
念
行
事

第185期上曹課程・第128期陸曹特技課程総合訓練(あいば野演習場)

徒歩行進
(上曹課程)

命令下達
(上曹課程)

携帯対戦車弾射撃
(陸曹特技課程)

81mm迫撃砲射撃
(陸曹特技課程)



第２８号 か け は し（５）

着 隊

第
一
〇
九
教
育
大
隊
（
大
隊
長

佐
伯
二
陸
佐
）

は
、
平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
六
日
に
大
津
駐
屯

地
に
お
い
て
第
九
期
一
般
陸
曹
候
補
生
三
一
二
名

及
び
平
成
二
十
八
年
度
自
衛
官
候
補
生
（
女
子
）

一
三
二
名
に
対
し
、
修
了
式
を
実
施
し
た
。
今
後
、

新
隊
員
は
そ
れ
ぞ
れ
全
国
各
地
に
配
属
さ
れ
自
衛

官
と
し
て
の
経
験
を
積
ん
で
い
く
。

本
教
育
は
、
約
三
ヶ
月
に
渡
り
実
施
さ
れ
、
大

隊
長
要
望
事
項
で
あ
る
「
啐
啄
」
及
び
「
活
模
範

た
れ
」
を
具
現
す
べ
く
日
々
訓
練
に
励
ん
だ
。
と

も
に
汗
を
流
し
、
時
に
は
厳
し
く
も
皆
で
励
ま
し

合
い
な
が
ら
積
極
的
に
困
難
に
挑
ん
で
い
っ
た
。

新
隊
員
の
こ
れ
か
ら
の
活
躍
を
祈
念
す
る
と
と

も
に
、
大
隊
一
同
見
守
っ
て
い
き
た
い
。

第
九
期
一
般
陸
曹
候
補
生

平
成
二
十
八
年
度
自
衛
官
候
補
生

修
了
式

基本教練歩哨訓練

実弾射撃戦闘訓練２５ｋｍ行進

式辞を述べる大隊長

同期とともに切磋琢磨し、時を刻んだ日々が思い返される。



第２８号 か け は し （６）

第
一
一
〇
教
育
大
隊

平
成
二
十
八
年
度

一
般
陸
曹
候
補
生

自
衛
官
候
補
生

修
了
式

大
隊
（
大
隊
長

増
田
二
陸
佐
）
は
、
六

月
二
十
六
日
（
日
）
第
九
期
一
般
陸
曹
候
補

生
一
九
七
名
、
自
衛
官
候
補
生
一
一
九
名
の

修
了
式
を
挙
行
し
た
。

約
三
ヶ
月
の
厳
し
い
教
育
を
修
了
し
た
三

一
六
名
の
新
隊
員
た
ち
は
、
自
衛
官
ら
し
く

精
悍
で
逞
し
く
な
っ
た
姿
を
多
く
の
来
賓
並

び
に
家
族
の
方
々
に
披
露
し
、
驚
か
せ
て
い

た
。今

後
は
そ
れ
ぞ
れ
の
職
種
や
任
地
で
専
門

的
な
教
育
を
受
け
る
が
、
善
通
寺
駐
屯
地
で

の
三
ヶ
月
間
の
経
験
や
思
い
出
は
大
き
な
糧

と
な
る
で
あ
ろ
う
。

申告をする大西２士、藤原候補生

それぞれの後期教育へ 家族との会食

新隊員３ヶ月の軌跡

入
隊
時

緊
張
の
面
持
ち
で
着
隊
し
、

自
衛
官
と
し
て
の
基
礎
を
学
ぶ

生
活
が
始
ま
っ
た
。

希望と不安を胸に…

四
月
（
環
境
順
応
期
）

気魄の戦闘訓練

１秒でも早く山頂へ!! 完歩を目指し25km行進

練成成果の発揮 責任の重さ

小銃陣地の構築

基本教練練度判定

自
衛
隊
と
し
て
の
団
体
生
活

も
慣
れ
て
き
て
、
毎
日
新
し
い

こ
と
を
習
う
日
々
。
分
か
ら
な

い
事
は
班
長
に
質
問
を
し
、
疑

問
点
を
解
消
し
て
い
く
。

五
月
（
練
成
期
）

各
種
練
度
判
定
が
始
ま
り
、

合
格
で
き
る
よ
う
班
長
の
指
導

に
も
熱
が
入
る
。
気
温
も
上
が

っ
て
き
て
暑
さ
に
負
け
な
い
た

め
に
も
同
期
で
声
を
掛
け
合
い
、

課
業
外
の
体
力
練
成
は
怠
ら
ず

逞
し
く
な
っ
て
き
た
。

六
月
（
完
成
期
）

い
よ
い
よ
前
期
教
育
の
山
場

を
迎
え
、
野
営
訓
練
、
戦
闘
訓

練
練
度
判
定
、
香
色
山
登
山
走

競
技
会
等
の
厳
し
い
訓
練
が
目

白
押
し
。

今
ま
で
の
練
成
の
成
果
を
発

揮
し
一
生
懸
命
悔
い
が
残
ら
な

い
よ
う
全
力
を
出
し
切
り
ま
し

た
。


